
市の人口（令和７年６月30日現在）
58,409人（前月比−50人）／女 30,774人／男 27,635人／世帯数 27,562世帯

ＱＲコードは株式会社
デンソーウェーブの登録商標です

橋本市公式LINEアカウント

↑今すぐ追加

お得な情報配信中

恋野あじさいまつり

PHOTO
　　   TOPICS

フォトトピックス

６月22日、恋し野の里あじさい園で恋野あじ
さいまつりが行われました。会場ではミニライブ
や和太鼓の演奏、軽食や高野山麓精進野菜などの
販売が行われ、大勢の来場者が美しいあじさいを
眺めながら楽しい時間を過ごしました。

観光振興アドバイザー委嘱式

６月17日、橋本市出身で尺八奏者の辻
つ じ

本
も と

好
よ し

美
み

さんに橋本市観光振興アドバイザーを委嘱し
ました。辻本さんは日本の伝統楽器・尺八の奏
者として国内外で活躍されており、その卓越し
た演奏を通じて尺八の奥深い魅力と可能性を世
界へ発信されています。

今後は本市の観光振興アドバイザーとして、
公演活動やＳＮＳ、さまざまなメディアを通じ
て、橋本市の知名度向上と魅力発信に携わって
いただきます。

玉川峡
（彦谷周辺）

数多くの岩と滝がおりなす自然豊かな景勝
地で、県の名勝に指定されています。四季
折々の景色やレジャーが楽しめ、夏はキャン
プや川遊びをする人で賑わいます。

詳しくは、市ホームページ（右
のＱＲコード）をご覧ください。
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特集 不登校支援
子どもたちに、安心できる居場所を



今月の表紙
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2４ フォト トピックス

３ 不登校支援
特 集

不登校支援に携わる、フリー
スクールと教育支援センターの
皆さん。

８ ▶避難行動要支援者登録制度
▶定額減税補足給付金（不足額給付）
▶市の農業補助制度をご活用ください
▶乳がんの集団検診を実施します
　など

情報ワイド

多様化する社会の中、子どもたちが抱える問題や悩みは複雑になってきていま
す。「病気や経済的な理由を除く何らかの理由で、長期間学校に行けない状態（不登
校）」は、どの家庭にもいつでも起こり得る身近な問題です。今回は、市内で不登校
に悩むご家庭や子どもを支援する場を紹介します。� 【学校教育課】

不
登
校
の
現
状

不
登
校
で
悩
む
児
童
生
徒
は
全
国

的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、本
市
で
も

直
近
６
年
間
で
不
登
校
の
割
合
が
２

倍
以
上
と
、大
き
く
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

不
登
校
の
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な

い
」と
い
う
不
安
や
無
気
力
感
、友
人

関
係
や
勉
強
の
悩
み
、親
子
関
係
や

生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
な
ど
家
庭
環
境

に
よ
る
も
の
な
ど
、多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

ま
た
、最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及

な
ど
が
新
た
な
心
理
的
ス
ト
レ
ス
の

要
因
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

支
援
を

子
ど
も
が
不
登
校
に
な
っ
た
と
き
、

相
談
を
し
た
り
支
援
を
受
け
た
り
で

き
る
場
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
児
童
生
徒
や
保
護
者
、
学

校
関
係
者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
受
け
付
け
る
場
と
し
て
、
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
不
登
校
、
い
じ
め
、
発

達
障
害
、
進
路
、
学
校
生
活
な
ど
、

教
育
に
関
す
る
悩
み
や
困
り
事
に
つ

い
て
、
心
理
士
や
教
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
登
校
が
困
難
な
子
ど
も
の

居
場
所
と
し
て
「
憩い

こ
い

の
部
屋
」
を
開

室
し
、
学
校
復
帰
や
社
会
的
な
自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

➡
４
・
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介

そ
の
ほ
か
、
現
在
は
市
が
提
供
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
習
支
援
や
、

民
間
が
運
営
す
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
の
中

か
ら
子
ど
も
の
個
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

➡
６
・
７
ペ
ー
ジ
で
紹
介

特集

不登校支援

不登校支援　子どもたちに、安心できる居場所を

橋本市における
不登校の子どもの割合

令和元年

１.8％

令和６年

３.７％
⬇

子どもたちに、安心できる居場所を

かける 橋本人
今月
のかけ橋人

父が尺八を好きで、私が物心つくころから日常
の中に尺八の音があり、遊び道具の１つのような
感覚で尺八に接してきました。

今は和楽器の演奏家として活動していく中で、
自然と日本の文化に触れることも多く、日本人と
してのアイデンティティを強く抱くようになって
きた感覚があります。また、それを発信できる立
場に自分がいられることを誇りに思っています。

演奏家として、多くの人と巡り会える機会があ
るので、今後もその縁を拡げていきたいです。そ
して観光振興アドバイザーとして、橋本市を和楽
器などの文化の力で活気づけ、元気にしていきた
いと思います。

女性ソロ尺八奏者として、その魅力を世界へ発信

辻
つ じ

本
も と

　好
よ し

美
み

さん（尺八奏者）

尺
八
の
音
色
を
世
界
へ

尺
八
の
音
色
を
世
界
へ

広報はしもと2025年8月号 2広報はしもと2025年8月号広報はしもと2025年8月号3



01 公的支援の窓口
教育支援センター

住　所　御幸辻787番地の2
問合せ　☎32-1512

今年４月、教育相談や適応指導、青少年の非行防
止や健全育成に一体的に取組むため、青少年セン
ターと教育相談センターが統合して教育支援セン
ターが誕生しました。

児童生徒や保護者、学校関係者が相談できる場と
して、さらに登校が困難な子どもたちの居場所とし
て、心理士や教員OBなど、専門知識や経験を持っ
た職員がサポートにあたっています。

教育支援センター　職員インタビュー子どもた
ちと向き

合う職員
に

想いを語
ってもら

いました

不登校支援　子どもたちに、安心できる居場所を 不登校支援　子どもたちに、安心できる居場所を

●
開
室
時
間

◦
中
学
生　

月
・
火
・
金
曜
日
の
午
前

９
時
30
分
～
午
後
２
時

◦
小
学
生　

水
・
木
曜
日
の
午
前
９
時

30
分
～
正
午

※
利
用
生
の
状
況
に
よ
り
、変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

●
入
室
方
法

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
在
籍
校
と

相
談
の
上
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
見
学
や
体
験
、
面
談

を
行
な
っ
た
の
ち
、
正
式
入
室
と
な
り

ま
す
。

相
談
対
応

不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
生
活
、
家
庭

生
活
上
の
悩
み
や
子
育
て
の
不
安
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
上
記
電
話

番
号
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

適
応
教
室
「
憩い
こ
いの

部
屋
」

部
屋
の
仲
間
や
指
導
員
、
ス
タ
ッ
フ
、

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
（
18
歳
～
24
歳
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
一
緒
に
体
験
活
動
に
取

組
む
こ
と
で
、
人
と
関
わ
る
不
安
や
悩
み

を
和
ら
げ
る
こ
と
を
目
指
す
場
所
で
す
。

「
憩
の
部
屋
」
に
参
加
す
る
と
、
学
校

の
出
席
扱
い
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

活動の様子　子どもたちの個性に合わせた取組みをしています

こ
ど
も
メ
ー
ル
相
談

対
面
で
は
話
し
づ
ら
い
学
校
生

活
・
交
友
関
係
、
異
性
問
題
な
ど
に

つ
い
て
、
メ
ー
ル
で
相
談
を
受
付
け

て
い
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
相
談
内
容
を
メ
ー
ル
し
て

く
だ
さ
い
。

子どもは不登校になったことに負い目を感
じやすいので、支えてあげたい。あなたの家
族以外にも、あなたを大事に思ってくれる人
がここにいるんだよ！と、伝えたいです。不
登校に悩むのは保護者でも同じです。自分だ
けで抱え込まず、一歩をふみ出して私たちを
頼ってください。親子それぞれの支えになれ
れば嬉しいです。憩の部屋に来て、心の栄養
を充電してくださいね。

不登校は結果です。決して自分に原因
を探して責めないで。私たちは君たちの
「今」を支えるけれど、「今」だけが全て
ではない。どうか前向きな気持ちをもって
ください。支援の始まりが早ければ、回復
も早まります。もし悩んでいるご家庭があ
れば、ぜひ相談に
お越しください。

指導員　段
だん
村
むら
ゆかりさん（左）
西
にし
麻
ま
里
り
子
こ
さん（右）

センター長補佐
	 奥

おく
田
だ
雅
まさ
昭
あき
さん（中）

育成員
	 太

おお
田
た
敦
あつ
久
ひさ
さん（左）福

ふく
井
い
千
ち
晴
はる
さん（右）

安心して過ごせる場所を提供したい あなた自身には何も非はない

教育支援センター長　森
もり

田
た

常
つね

義
よし

さん

当センターは子どもにとって「居心地が良い
か」を大切にしています。その上で、その子の
持ち味に合った支援を行なっています。しかし、
ただ「居場所」だけがあればいいという訳では
なく、「出番」も必要です。自分の出番を通じ
て「自分にもできること」や「役割」を体験し
てもらえる居場所づくりを心がけています。家
庭内でも、まずは何気ない会話から、話し合え
る環境「居場所」を作ってあげてください。そ

「助けて」を伝えられる人が近くにいることが何より大事

して、子どもが自分から出せないSOSに何と
か気付いてあげてほしいです。
心配や不安な時は、躊躇せず相談してみてく
ださい。当センターでも他の居場所でも、そ
こがどんな場所であっても、
悩んでいる子どもに良い選
択肢が見つかることが何よ
り嬉しいです。

「あなたは独りぼっちじゃないよ」と伝えて
あげられる存在になりたい。不安になることは
悪いことじゃない。自分が孤独で不安だとして
も、悩まなくて大丈夫。あなたの良き理解者に
会える時が、いつか必ず来ます。それが当セン
ターだったり、私たちであれば一番嬉しいです。

相談員（心理士）吉
よし
田
だ
葵
あおい
さん（左）、深

ふか
澤
ざわ
一
かず
雄
お
さん（右）

私たちは困っているあなたの助けになりたい

あなたにとって、通いたいと思える場所にし
たいです。良かったら心のエネルギーを溜め
に体験に来てください。あなたたちが元気に
なっていく姿は、私たちを幸
せな気持ちにして
くれます。
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0２ フリースクール

不登校支援　子どもたちに、安心できる居場所を 不登校支援　子どもたちに、安心できる居場所を

フリースクールとは、従来の学校とは異なる
学びの場を提供する民間の教育施設です。さま
ざまな活動を通して、子どもたちが安心して過
ごせる居場所を提供し、社会とのつながりや自
立をサポートします。学校教育法に規定された
学校と異なり、学習指導要領に必ずしも従う必
要がないため、各フリースクールが独自の教育
方針やカリキュラムを設け、子どもたちが自分
らしく過ごせる教育を提供しています。

つくるがっこう　イホルラ舎
開校日　月・火・木・金曜日（祝日除く）９:30～16:30
住　所　高野口町名古曽962番地
問合せ　Eメール	info@ihorula.org

スクールに関わるすべての
人の

「ごきげん」を目指し
ます

イホルラ舎では、トラブルが起こっても話し合いで解決
できるよう「対話」を大事にしています。

「元気である必要はない、不安定なままでいい。」子ど
もも大人もそのままを受け止め合う、安心して過ごせる居
場所にすることを最優先に日々活動しています。

▲共同代表　柴
しば
田
た
政
まさ
治
はる
さん（右）

　　　　　柴
しば
田
た
香
か
織
おり
さん（左）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
学
習
支
援

市
で
は
、
登
校
が
困
難
な
市
内
在
住
の

小
中
学
生
を
対
象
に
、
民
間
の
授
業
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
学
習
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
学
習

の
遅
れ
や
学
び
の
不
安
を
軽
減
し
、
学
校

復
帰
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。通
信
費
を
除
い
て
保
護
者
の
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
習
内
容
が
在
籍
す
る
学
校
の
教
育
課

程
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
、
学
校
長
判
断
で
「
出
席
」
扱
い
と
で

き
た
り
、
評
価
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
不
明
点
や
相
談
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
ま
で
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

0３ 自宅で受けられる支援

不登校は怠けや甘えではなく、心や身体のサインです。今は「休むこと」を責めず、安
心できる時間を確保し、見守ることが大切です。不登校の背景は無気力や不安、生活リズ
ムの乱れや人間関係の悩みなどさまざまで、無理に原因を探るより子どもと一緒に「困っ
ていること」に向き合ってあげください。学校に行かなくても、ＩＣＴ学習支援など学び
を続ける道はありますので、将来をあきらめる必要はありません。また、保護者だけで悩
まず、教育支援センターや学校の相談窓口をぜひ活用してください。

小さな変化も不登校のサインの場合があり、早めに気づき支援機
関と連携することで適切な対応が可能になります。早期の支援が回
復の第一歩です。小さな変化や気になる点が出てきた場合は、家庭
内で抱え込まず、まずはお気軽にお子様が通っている学校にご相談
ください。

お子さんの不登校について悩む保護者の皆さんへ
教育委員会　学校教育課より

学校教育課長　川
かわ

原
はら

一
かず

真
ま

さ
い
ご
に

夏
休
み
明
け
は
不
登
校
に
な
り
や
す
い

時
期
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
に
行
け
な
く
な
る
理
由
は
一
人
ひ

と
り
異
な
り
ま
す
が
、
「
居
場
所
が
な

い
」
と
感
じ
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
子
ど
も

に
と
っ
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
。
そ
う
し

た
悩
み
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
無
理
を
せ
ず
、
自
分
の
歩
幅
で
新
し

い
道
を
見
つ
け
て
い
く
手
助
け
が
あ
り
ま

す
。保

護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
子
ど
も
を
支

援
す
る
場
や
方
法
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。悩
み
を
抱

え
込
ま
ず
に
ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

学
校
教
育
課 

☎
３
３
ー
６
１
１
５

　

不登校支援や学習支援などコースにあわせた支援と安心
できる居場所を用意しています。

進学や学習の相談も行なっています。あなたの次につな
がる道を一緒に見つけましょう。

次のステップをあきらめないで

フリースクールいと

開校日　火・木曜日　15:00～20:00
　　　　土曜日10：00～18：00　※その他日時も応相談
住　所　紀見ケ丘三丁目2番16号
問合せ　☎070-2323-2225
　　　　Eメール	hedgehog8120@gmail.com

▲代表　石
いし
田
だ
敦
あつし
さん
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戸別受信機（防災ラジオ）を
無償貸与しています

●戸別受信機（防災ラジオ）とは
◦防災行政無線の放送を受信すると、ラジオ放送を聴

いていても自動的に切り替わります。
◦災害時などの緊急放送時は、設定している音量にか

かわらず最大音量でお知らせします。
◦通常時は電源アダプターをコンセントにつないで使

用してください。停電時は乾電池で作動します。

●申請方法
危機管理室にお越しいただき、申請書に必
要事項を記入の上ご提出い
ただくか、オンライン申請
フォーム（右のＱＲコード）
からお申込みください。
※申請には本人確認書類（運転免許証やマ

イナンバーカード）が必要です。
●防災行政無線の放送内容を確認するには

戸別受信機のほか、「橋本市公式LINE」
や「防災はしもとメール」で
配信されます。登録の方法な
どについて、市ホームページ
（右のＱＲコード）で詳しく
紹介しています。

●問合せ
危機管理室 ☎33-6105

防災行政無線の放送内容を聞くことができる戸別受信機を無償で貸与しています。
気象情報や避難情報などの緊急情報を入手できますので、貸与を希望する世帯でま
だ申請が済んでいない場合は、以下の通り申請してください。� 【危機管理室】

避難行動要支援者登録制度

▶注意事項
災害時の被害を少しでも減らすための制度で
すが、支援が約束されるものではありません。
日ごろからご家族や近隣、地域の人と積極的
にコミュニケーションをとるよう心がけ、自
助のための備えをお願いします。

▶問合せ
◦各種障害者手帳を交付されている人

福祉課 障がい福祉係 ☎33-3708
◦65歳以上の高齢者

いきいき健康課 高齢福祉係 ☎33-3705
◦上記以外の人、その他制度に関する相談

危機管理室 ☎33-6105

▶名簿対象者
市内に居住する在宅者のうち、次のいずれかの要件
を満たす人。
◦要介護３以上の認定を受けている人
◦身体障害者手帳１級、２級または下肢、体幹、移

動機能障害３級を有する人
◦療育手帳のＡ１、Ａ２を有する人
◦精神障害者保健福祉手帳１級、２級を有する人
◦人工呼吸器・在宅酸素・吸引器などを使

用している難病患者で、和歌山県から情
報提供があった人

◦独居（日中独居含む）の高齢者
◦その他支援が必要と思われる人

災害が起きたときに自分だけで避難するのが難しい人を、地域のみんなで支える
ための制度です。対象者を「避難行動要支援者名簿」に登録し、区・自治会長、民
生委員・児童委員などにお渡しします。名簿は、災害時に早く対応できるよう地域
の支え合いや日ごろからの声かけ、見守りに活用されます。� 【危機管理室】

重要情報の聞き直しが可能な場合、
赤く点滅します。「聞き直し」ボ
タンを押すと、最新の防災行政無
線放送を聞き直すことができます。
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定額減税補足給付金（不足額給付）
を支給します
国の経済政策に基づいて令和６年度に実施した「定額減税補足給付金（調整給付）」
において、給付額に不足が生じた人に対し、追加で給付を行います。� 【税務課】

●対象となる人
令和７年１月１日時点で橋本市に住所を有する人
のうち、以下のいずれかに該当する人。
①令和６年度に実施した調整給付について、令和

５年所得を基にした推計所得税額などを用いて
算定したことにより、本来給付すべき額より少
なく給付された人。
例）令和５年の所得に比べ、令和６年の所得が

減少したため、所得税額が減った人
②本人および扶養親族として定額減税の対象外で

あるとともに、低所得世帯向け給付の対象世帯
主・世帯員に該当せず、給付要件（専従者また
は所得が48万円を超える）を満たす人。
例）納税者である個人事業主の事業を手伝う配

偶者などの専従者
※扶養親族がおらず、所得税・個人住民税を合わ

せて４万円の定額給付を受けた人、合計所得が
1,805万円を超える人は対象になりません。
※対象となる人には、８月下旬までに「支給のお
知らせ」または「確認書」を送付します。９月
になっても届かない場合は、コールセンターへ
お問合せください。

振り込め詐欺や個人情報の詐取に注意！
市や国の行政機関が下記のことを行うこと

は絶対にありません。不審な電話や訪問に注
意してください。
・ショートメールで給付金について確認する
・給付金の受給にあたり、手数料の振込みを

求める
・クレジットカードや預金通帳を預かったり、

暗証番号を聞こうとしたりする

●申請の方法
受け取った「支給のお知らせ」または「確認書」
により、手続きを行なってください。原則、郵送
またはオンライン申請のみ受け付けます。

●申請期限　10月31日㈮
●問合せ

橋本市給付金コールセンター ☎0120-25-5304
※受付時間　８:30～20:00（土日・祝日含む）

●日時　９月27日㈯　10:00～12:00
●場所　教育文化会館
●テーマ　新庁舎のコンセプトを考えよう！
●対象　橋本市に在住または通勤・

通学している人
●定員　20人程度
●申込期限　８月27日㈬

●申込方法　
申込みフォーム（下のＱＲコード）から申込みい
ただくか、市ホームページで入手できる参加申込
書を下記へ持参または郵送してください。

●申込み・問合せ　
〒648-8585（住所記載不要）
総合政策部 政策企画課 ☎33-1576

橋本市役所新庁舎整備基本構想
市民ワークショップを開催します
本市では本年度、新庁舎整備に関する基本構想を策定します。これに先立ち、
市民の皆さんと一緒に新しい庁舎づくりを検討する市民ワークショップを開催
します。ぜひご参加ください。� 【政策企画課】 
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農業および農村の振興への補助
▶県農産物産地化補助金活用促進事業

和歌山県が実施する「次世代につなぐ果樹産地づ
くり事業」および「野菜花き産地強化事業」を活
用する農業者に対して、市が追加で補助金を交付
します。

▶経営継承支援事業
国の新規就農者育成総合対策（経営開始資金）の
支援を活用できない、親元農業を継承する農業者
などを支援します。

市では継続的な農業経営の発展をめざし、独自に補助施策を設けて農業者を支援して
います。皆さんの農業経営に、ぜひご活用ください。� 【農林振興課】

市の農業補助制度をご活用ください

担い手対策への補助
▶収入保険・果樹共済加入事業

異常気象による自然災害などによる農作物の不作
および不測の事故などがあった場合における農業
経営の早期再建と安定を図るため、補助金を交付
することで共済制度への加入を促進します。

▶農業用機械導入支援事業
　 地域農業の担い手となる認定農業者・認定新規就

農者が農業経営の発展に必要となる農業用機械の
取得を支援することで、生産性の向上・農業経営
の安定化を図ります。

収益性の高い農業推進への補助
▶橋本市農産物等インターネット販売促進事業

オンラインショッピングモールを活用した農産
物・加工品の販売にかかる手数料などに対して補
助金を交付することで、農業者の販路拡大・販売
促進を支援します。

▶橋本ふるさと便事業
消費者に販売した農作物・加工品にかかる送料を
補助することで、農業者の販路拡大・販売促進を
支援します。

その他の補助
▶クビアカツヤカミキリ対策事業

樹木に甚大な被害を及ぼす特定外来生物・クビア
カツヤカミキリへの防除対策に補助金を交付する
ことで、被害を未然に防止します。

▶農業用ハウス災害復旧事業
自然災害により被害を受けた農業用ハウスの補修
を支援することで、農業生産活動の速やかな再開
や被災した農業者の農業経営の安定を図ります。

補助額など、詳しくは
市ホームページ（右の
ＱＲコード）でご覧いた
だくか、下記へお問合せく
ださい。
●問合せ　農林振興課 ☎33-6113

農地の有効活用への補助
▶有害鳥獣被害対策事業

農地への侵入防止柵などの設置を支援することで、
野生鳥獣による被害の軽減を図ります。

▶農地集積推進事業
農地中間管理事業で５年以上継続して行う農地の
借用を支援して、農地集積を推進します。

▶農作業用道路整備支援事業
農作業の効率や安全性を高めるため、国や県、市
による他の事業を活用できない農作業用道路（進
入路を含む）の新設や修繕を支援します。

◀クビアカツヤカミキリの成虫
（体長28～37㎜）。ももやうめ、
さくらなどの樹を食害します。

乳がんの集団検診を実施します
乳がんは、日本人女性の９人に１人がかかるといわれており、年々かかる人
の割合が増えています。一方で、乳がんは早期に発見して治療すれば治る確率
が高いがんといわれています。市では、乳がんの集団検診を下記のとおり実施
します。対象となる人には受診券を送付しています。� 【いきいき健康課】

●集団検診の日程と実施場所

日　　程 実　施　場　所

９月４日㈭ 紀見北地区公民館

９月16日㈫ 紀見地区公民館

９月19日㈮
保健福祉センター

９月21日㈰

９月30日㈫ 高野口地区公民館

●受付時間　13:00～15:00
※９月21日㈰は８:30～11:00
※申込状況により、受付時間を調整する場合があ

ります。
●対象

本年度40歳以上の女性（受診券が必要です）
※乳がん検診は２年度に１回対象となります（乳

がん検診無料クーポン券をお持ちの人は連続受
診可）。

●内容　問診、マンモグラフィ検査

乳がん早期発見のための生活習慣
「ブレスト・アウェアネス」

乳がんの早期発見・早期治療につながる「ブレ
スト・アウェアネス（Breast Awareness）」は、
日ごろから乳房の状態を意識する生活習慣のこと
です。しこりなどの異常を感じたら、すみやかに
専門医療機関を受診してください。

４つのポイント
①自身の乳房の状態を知る

例） バスタイムや着替え、就寝前など、日常
的にセルフチェックを行いましょう。

②乳房の変化に気を付ける
③変化に気が付いたらすぐに医師に相談する
④40歳になったら、２年に１回乳がん検診を

受ける

集団検診以外で検診を希望する場合
下記の医療機関へ直接申し込んでください。
◦実施医療機関

紀和クリニック、橋本市民病院、鎌田医院田
園診療所、はた乳腺クリニック

◦費用
1,000円（受診日で70歳以上の人や、乳が
ん検診無料クーポン券をお持ちの人、生活保
護を受けている人※は無料）

①両腕を上げてチェック
正面、側面、斜めから、くぼ
み・ひきつれ・乳頭のへこみ
や湿疹などを調べましょう。

②触ってチェック
指の腹で乳房全体を触り、し
こりがないか調べましょう。

③乳頭のチェック
乳頭を軽くつまみ、血のよう
な分泌物が出ないか調べま
しょう。

セルフチェックを習慣に！

●費用
500円（受診日で70歳以上の人や、乳がん検診
無料クーポン券をお持ちの人、生活保護を受けて
いる人※は無料）
※生活保護受給証明書の提示が必要です。

●申込方法
電話またはLINE（右のＱＲコー
ド）から申込んでください。後日、
案内と問診票を送付します。

●申込み・問合せ
いきいき健康課 ☎33-6111
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市民団体が主体となり、市制20周年をたくさんの人で祝い、橋本市内外に本市
の魅力を発信する事業を募集したところ、次の６つの事業が決定しました。詳細が
決まり次第、広報はしもとなどで随時お知らせします。� 【秘書広報課】

橋本市制20周年記念
市民提案事業が決定しました

◦問合せ　秘書広報課 ☎33-1141

世界中の人とコミュニケーションをとったり、さまざまな情報を得たりすることがで
きるＳＮＳは、便利で楽しい反面、消費者トラブルの温床となっています。顔の見えな
い相手とのやりとりや商品の購入には十分に注意しましょう。� 【消費生活センター】

ＳＮＳに関する消費生活相談が
増えています

▶広告がきっかけとなるケース
ＳＮＳの広告を見てズボンを購入したが、デザイ
ンなどが異なる商品が届いた。会社情報を調べる
と、実在していなかった。

▶知り合った相手と個人間取引のケース
ＳＮＳで知り合った人からスマートフォンの購入
の約束をして指定された口座に代金を振り込んだ
が、スマートフォンは届かず連絡もつかない。

▶勧誘がきっかけとなるケース
ＦＸの投資グループに誘われ、アドバイスを受け
て投資をして利益が出たが引き出せない。
※そのほか投資詐欺や闇バイト、送金詐欺、情報

商材詐欺などにもご注意ください！
▶問合せ　◦消費生活センター ☎33-1227

　◦消費者ホットライン ☎188
　◦警察相談専用電話 ☎＃9110

01

第３回HASHIMOTOたのしいアート展

生け花アレンジ、大きなキャンバスに
中学生が描く「橋本市の未来」など

HASHIMOTOたのしいアートの会

９月26日㈮～28日㈰　教育文化会館

06

人形劇「パンどろぼう」

サカイキャニング産業文化会館

公益財団法人橋本市文化スポーツ振興公社

３月１日㈰　人形製作ワークショップ
３月29日㈰　人形劇「パンどろぼう」

05

ちびっこ集合　釣り体験＆夜店

へら釣り体験や出張水族館、水面を彩
るファンタジーな光の演出（夜）など

紀州製竿組合

11月１日㈯　隠れ谷池

04

健康チェック、健康食品を使用した
キッチンカーなど

橋本商工会議所青年部

10月18日㈯　杉村公園

Re:Body万博inHASHIMOTO～キレイと強さ、自分の中に～

02

秋祭り～だんじりパレード～

勇壮なだんじりによるパレード

橋本だんじり協議会

10月11日㈯　保健福祉センター周辺

03
地場産品パイル織物や編み物の製品展
示・販売・体験

紀州繊維工業協同組合

10月12日㈰　高野口駅北側

高野口パイルファブリック展 in 高野口

令和８年

※市民提案事業は、８月14日㈭まで
追加募集中です。

詳細はこちら▶

広  告

ひとり親家庭医療費助成制度は、児童（18歳に達
する日以後の最初の３月31日まで）を扶養している
ひとり親家庭の父または母などと、その児童にかかっ
た医療費のうち、一部負担金（保険適用分）を助成す
る制度です。ただし、所得制限があります。

ひとり親家庭医療費の助成を受けている人で、11
月以降も助成を受ける場合は、申請が必要です。児童
の扶養の状況や所得などの確認が必要なため、対象と
なる人には７月下旬に案内を送付していますので、８
月中に更新申請をしてください。
問こども課 ☎33-6102

特別児童扶養手当の所得状況届提出について
【こども課】

特別児童扶養手当を受給している人で、８月以降の
手当を受給するには、所得状況届の提出が必要です。
提出が必要な人には案内を７月下旬に送付しています
ので、８月中に提出してください。
問こども課 ☎33-6102

・・・・・・　 税 　・・・・・・
休日と夜間の納付・納税相談

【税務課】
▶相談日時（偶数月第４日曜日および第４水曜日）

◦８月24日㈰　８:30～12:00
◦８月27日㈬　17:15～19:00

問税務課 ☎33-6109

納期限のお知らせ
【税務課】

▶９月１日㈪
個人市・県民税・森林環境税…………………２期
国民健康保険税…………………………………２期
後期高齢者医療保険料…………………………２期
介護保険料………………………………………２期

児童扶養手当を受給している人で、11月以降の手
当を受給するには、現況届の提出が必要です。提出が
必要な人には７月下旬に案内と現況届を送付していま
すので、８月中に手続きしてください。

詳しくは現況届に同封の案内をご覧ください。
▶一部支給停止適用除外事由届の提出について

新規申請から５年を経過するなどの要件に該当する
場合、一部支給停止適用除外事由届の提出が必要で
す。対象者には５月下旬に案内を送付していますの
で、８月中に手続きをしてください。
※手続きを期間中に行わなければ、以後の手当の最
大２分の１が支給停止となる可能性があります。

問こども課 ☎33-6102

全国一斉「こどもの人権相談」強化週間
【人権・男女共同推進室】

いじめや虐待などの子どもに関する各種の人権相談
に、法務局職員や人権擁護委員が無料で応じます。 
▶期間　８月27日㈬～９月２日㈫
▶時間　８:30～19:00

※土・日曜日は10:00～17:00まで
▶相談窓口（無料）

◦電話で相談　☎0120-007-110
◦チャットで相談　右のＱＲコードから

問和歌山地方法務局人権擁護課・和歌山県人権擁護委
員連合会 ☎073-422-5131

それいけ！わんパーク
【福祉課】

▶日時　８月18日㈪　10:00～11:30
▶場所　県立橋本体育館
▶対象　市内在住の未就園児と保護者
▶費用　一家族につき100円（傷害保険代）
問福祉課 ☎33-3708

ひとり親家庭医療費受給資格
更新申請について 【こども課】

・・・・・・ 子 ど も ・・・・・・
児童扶養手当の現況届提出について

【こども課】
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地域や住民が抱える空家などの課
題を解決するため、空家に関するセ
ミナーや相談会などを出前講座とし
て開催します。区・自治会の総会や
役員会、祭りや防災訓練などの地域
のイベントとあわせて開催することで、より多くの人
の空家等対策のきっかけ作りができます。開催をご希
望の場合は、建築住宅課までご相談くだ
さい。詳しくは、市ホームページ（右の
ＱＲコード）をご確認ください。
問建築住宅課 ☎33-1115

橋本都市計画の変更にかかる素案の縦覧および
公聴会の開催について 【まちづくり課・下水道課】
市では、都市計画変更計画案の作成にあたり、広く

住民の皆さんの意見を反映するため、素案の縦覧およ
び公聴会を開催します。
▶都市計画の種類および名称

①あやの台の都市計画公園、都市計画緑地の変更
②橋本市公共下水道都市計画決定区域の変更

▶縦覧期間
◦日時　８月15日㈮～29日㈮（土・日曜日は除く）
　　　　８:30～17:15
◦場所　①まちづくり課　②下水道課

▶公聴会
◦日時　９月５日㈮ 14:00～
◦場所　橋本市役所
◦公述の申出

意見の公述を希望する人は、まちづくり課および
下水道課で配布する公述申出書を８月29日㈮ま
でに提出してください。

問◦まちづくり課 ☎33-6103
◦下水道課 ☎33-3160

平和首長会議提供「平和なま
ち」の絵（模写）を展示します。
平和について考える機会にしてく
ださい。
▶期間　８月１日㈮～19日㈫
▶場所　保健福祉センター
問秘書広報課 ☎33-1141

鉄砲の弾や火薬の廃棄について
【橋本市消防本部・伊都消防組合消防本部】

橋本市内にお住まいの人で、鉄砲の弾や火薬の廃棄
をお考えの人は消防本部へ連絡してください。
▶費用　廃棄の申請に手数料が必要です。また、廃棄

に費用がかかる場合があります。
問◦橋本市消防本部 ☎33-3713

◦伊都消防組合消防本部 ☎22-0119
（高野口町にお住まいの人はこちら）

マイナンバーカードの時間外受取り窓口の
開設について 【市民課】
マイナンバーカードの受取りができる時間外窓口を

開設しますので、ぜひご利用ください。ただし、戸籍、
住民票の写し、印鑑証明などの証明書の交付や住所変
更などの届出はできません。
▶日時　◦８月８日㈮　17:30～20:00

◦８月24日㈰　９:00～15:00
問市民課 住民係 ☎33-1131

嵯峨谷の神踊り
【生涯学習課】

嵯峨谷の神踊りは、五穀豊穣や家内安全を願って奉
納されています。古くは室町時代にさかのぼるといわ
れる伝統的な踊りをぜひご覧ください。
▶日時　８月15日㈮　15:00～
▶場所　若宮八幡宮
問嵯峨谷の神踊り保存会（辻本）☎090-1912-5779

・・・・・・　お 知 ら せ　・・・・・・
収集した食品用ガラスビンは、ガラス容器やボトル

といった新たなガラス製品や、アスファルトの添加剤、
コンクリート骨材といった路面材や建設資材などにリ
サイクルされます。同じ色のガラスをまとめて収集す
ることで、品質の高い再生ガラスを作ることができま
す。異なる色が混ざると、再生品の品質に影響が出て
しまうため、正しく出しましょう。
▶出すときの注意点

◦ふた、キャップを取る
※取り外せない場合はそのまま出してください。

◦水で洗い、異物がない状態にする
◦袋から取り出し、コンテナに入れる
◦色ごと（無色・茶色・その他の色）に分けて出す

▶ビンとして出せないもの
◦化粧品のビンなど、食品用でないビンは、埋立ご

みです。埋立ごみの指定袋へ入れ、総合ステー
ションへ出してください。
※広域ごみ処理場への持ち込みはできません。

◦農薬や劇薬物が入っていたビンについては、販売
店または処理業者へ相談してください。

問生活環境課 ☎33-3702

ギャンブル等依存症個別相談会のご案内
【福祉課】

ギャンブル等依存症問題でお悩みの人や、その家族
などを対象に保健所職員・民間団体などによる個別相
談会を実施します。

ギャンブル等依存症は適切な支援に繋がれば回復が
可能です。お気軽にご相談ください。ご家族からの相
談も可能です。まずは一度ご連絡ください。  
▶日時　９月10日㈬　13:00～17:00
▶場所　橋本保健所
▶費用　無料
▶申込期限　９月３日㈬
問橋本保健所 ☎42-5440

国民健康保険加入者の入院・外来時の自己負担額が
限度額までとなる認定証を申請により交付します。

なお、マイナンバーカードと被保険者証を連携して
いる人は医療機関などで限度額情報の表示に同意いた
だくことで、申請は不要となります。
▶認定証の種類

◦限度額適用認定証
適用となる範囲：医療費のみ
対象：住民税が課税され、国民健康保険税の滞納

がない世帯に属する75歳未満の人
※住民税課税所得145万円未満および690万円以

上の世帯に属する70歳以上の人は、自己負担
額が限度額までとなるため、申請は不要です。

◦限度額適用・標準負担額減額認定証
適用となる範囲：医療費と入院時の食事代
対象：住民税非課税世帯で国民健康保険税の滞納

がない世帯に属する75歳未満の人
▶申請期限

◦継続の場合　８月29日㈮まで
◦新規の場合　随時受付

▶持ち物　世帯主および対象者のマイナンバーカード
または国民健康保険資格確認書

問保険年金課 ☎33-1271

事業承継のご相談をお受けします
【産業振興課】

和歌山県事業承継・引継ぎ支援センターは、国が設
置する公的な相談窓口です。事業の円滑なバトンタッ
チをサポートし、スムーズな承継を支援します。

「後継者がいない」「誰かに引き継いでもらいた
い」「従業員に会社を任せたい」「新分野に進出した
い」「子どもが後を継ぐ場合の手続きは？」などのご
相談があればお問合せください。秘密は厳守します。
▶費用　無料
問和歌山県事業承継・引継ぎ支援センター

☎073-499-5221

お住まいの地域で「空家の出前講座」を
開催しませんか 【建築住宅課】

食品用ビンの出し方に注意しましょう
【生活環境課】

国民健康保険における限度額適用・標準負担額
減額認定証の申請について 【保険年金課】

平和首長会議提供「平和なまち」の絵（模写）
を展示します 【秘書広報課】

橋本市公式LINEの満足度を調査し、より充
実した運用をしていくため、今年もアンケー
トを実施します。市公式LINE（下のＱＲコー
ド）から回答できますので、皆さんの率直なご
意見をお聞かせください。

▶回答期限　８月22日㈮
問秘書広報課 ☎33-2676

橋本市公式LINE
満足度アンケート

「本人通知制度」について
住民票や戸籍謄本などの不正請求を抑止するた

め、事前に登録した人に対し、代理人や第三者に
証明書を交付した場合にその交付事実を通知する
制度です。下のＱＲコードから申請できます。
※この制度は住民票の写しや戸籍などの交付を差

し止める制度ではありません。
▶通知対象　住民票や戸籍附票の写

し、戸籍謄抄本など
問市民課 ☎33-1131
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県下全市町村一斉に「紀州路
クリーン大作戦」を行います。
道路からごみをなくし、美しい
橋本市を維持する取組みです。
ぜひ、ご参加ください。
▶日時　８月23日㈯　８:00～10:00

※雨天順延時は８月24日㈰です。
　いずれも当日午前７時に態度決定します。

▶集合場所　橋本駅東駐輪場（橋本駅東踏切付近）
▶清掃場所　

橋本駅東駐輪場前からサカイキャニングスポーツ
パーク（橋本市運動公園）までの市道
※汚れてもよい服装、運動靴で参加してください。

ごみ袋・軍手などは受付時にお渡しします。
▶さんかくポイント　200Ｐを即日付与
▶参加方法
　当日集合場所にお集まりください。
問都市整備課 ☎33-6104

橋本市郷土資料館開館記念講演会
「橋本市郷土資料館開館によせて」【生涯学習課】
４月５日に、橋本市郷土資料館が新築移転したこと

を記念し、開館記念講演会を開催します。橋本市郷土
資料館だけでなく、今後の博物館についてご講演いた
だきます。興味ある人はぜひお申込みください。
▶日時　９月28日㈰　14:00
▶場所　紀見地区公民館・郷土資料館
▶定員　先着50人
▶参加費　無料
▶講師　中

な か

村
む ら

浩
ひろし

（浩
こ う

道
ど う

）氏 （大学教授）
▶申込方法　電話または申込みフォーム（上のＱＲ

コード）で申込んでください。
問橋本市郷土資料館 ☎25-5150（月曜日休館）

・・・・・・　□ □ □ □　・・・・・・

台風などの影響により、「警報」が発表された場合
または「警報」の発表が予測される場合、市民の皆さ
んと収集作業員の安全確保の観点から、ごみの収集を
中止する場合があります。ご不便をおかけしますが、
ご理解ご協力をお願いします。
▶ごみ収集の中止の判断について

収集日前日午後２時において、収集日当日までの間
に「警報」の発表が予測される場合、ごみの収集を
中止する場合があります。なお、中止する場合は、
戸別受信機（防災ラジオ）、防災はしもとメール、
橋本市公式LINEなどでお知らせします。

▶ごみ収集日の代替ついて
中止になった収集日の代替はありませんので、次の
収集日にごみを出してください。ただし、可燃ごみ
収集については、次の土曜日に代替収集を行います
（週２回収集のマンションを除く）。

問環境美化センター ☎33-1243

９月１日～10日は屋外広告物適正化旬間です
【まちづくり課】

看板などの屋外広告物は、無秩序に設置されるとま
ちの景観を損ねるだけでなく、落下や倒壊により事故
につながる恐れがあります。県では、景観保全と事故
防止のため、屋外広告物の設置・管理に対して一定の
規制を行なっており、市内で屋外広告物を設置する場
合には、屋外広告物許可申請書を提出し、市の許可を
受ける必要があります。

規制内容など詳しくは、県ホームページの「和歌山
県屋外広告物の手引き」を確認していただくか、まち
づくり課までご相談ください。
問まちづくり課 ☎33-6103

▶試験日　11月23日㈰
▶試験会場　和歌山市あいあいセンター福祉交流館

（和歌山市小人町29番地）
※11月３日㈷、同会場で希望者に受験

講習を実施します。
▶申込期間　８月６日㈬～９月５日㈮

（当日消印有効）
※申込書は８月６日㈬から市下水道課、県下水道協

会、県庁下水道課、県下水道公社および各振興局
で配布しています（土・日曜、祝日を除く）。

▶申込方法
郵送（特定記録郵便）で和歌山県下水道協会へ提出
してください。

▶提出先　〒640-8511
和歌山市七番丁23番地
和歌山県下水道協会

問◦下水道課 ☎33-3160
◦和歌山県下水道協会 ☎073-435-1093

第２次橋本市生涯学習推進計画策定
市民ワークショップ 【生涯学習課】
これからの橋本市の生涯学習について考える市民

ワークショップを開催します。
▶日程　①８月６日㈬　②８月13日㈬

③８月20日㈬　④８月27日㈬
▶時間　①③19:00～21:00、②④14:00～16:00
▶場所　教育文化会館
▶申込方法　市ホームページ（右のＱＲ

コード）をご確認ください。
問生涯学習課 ☎33-6112

・・・・・・　募 集　・・・・・・
11月１日㈯～３日㈪に開催する令和７年度橋本市民

総合文化祭に出品する作品（絵画、書、写真、工芸彫
ちょう

塑
そ

など）を募集します。詳しくは市ホームページを確
認していただくかお問合せください。
問橋本市民総合文化祭実行委員会事務局

（生涯学習課内） ☎33-3704

学校づくりについて語り合うワークショップを
開催します 【学校再編推進室】
これからの学校づくりの指針となる「（仮称）橋本

市新しい学校づくり推進計画」の策定に向けて、皆
さんと一緒に、学校づくりについて語り合うワーク
ショップを開催します。これからの学校で子どもたち
に何を学んでほしいのか、皆さんで話し合いませんか。

日時 場所
８月22日㈮ 18:30～ 高野口地区公民館

８月23日㈯ 10:00～ 紀見北地区公民館

８月23日㈯ 15:00～ 教育文化会館

８月24日㈰ 10:00～ 紀見地区公民館

８月24日㈰ 15:00～ 恋野地区公民館

▶対象　中学生以上の市民、または市内の各園・市立
小中学校の関係者

▶応募期限　８月６日㈬
▶募集人数　各回先着30人程度
▶応募方法　窓口や各地区公民館にある応募用紙をご

提出いただくか、市ホームページ（下の
ＱＲコード）から申込んで
ください。

問〒648-8585（住所記入不要）
橋本市 教育委員会 学校再編推進室
☎25-6345　FAX33-2657
Ｅメール gakkousaihen@city.hashimoto.lg.jp

第３回みんなでチャレンジ
　　　　　「農山村の暮らしと自治」

第３回は、農山村文化の継承と発展をテー
マに活動を行う信太地区振興協議会の皆さん
の活動を紹介していただき、その一部を実際
に体験します。
▶場所　構造改善センター
▶定員　８人（応募多数の場合は抽選）
▶内容　活動紹介、嵯峨の滝環境再生など

▶日時　９月６日㈯　10:00～15:00
▶申込期間　８月１日㈮～17日㈰
▶さんかくポイント　200P
問地域振興室 ☎33-7117 申込みはこちら

紀州路クリーン大作戦'25
【都市整備課】

令和７年度和歌山県下水道排水設備
工事責任技術者資格認定共通試験 【下水道課】

・・・・・・　お 知 ら せ　・・・・・・
台風などの非常時のごみ収集について

【環境美化センター】

令和７年度橋本市民総合文化祭の出品作品を
募集します 【生涯学習課】

Instagramで
信太地区の暮らしを
公開中！！

「はしもとプラチカ」が企画、実施する全５回の
講座の第３回です。地域活動を行いたい人や仲間と
出会いたい人は是非ご参加ください。一緒に地域活
動の第一歩を踏み出しませんか。

➡

困っているのに誰にも言えない
こと、誰に話したらいいのか分か
らないことなど、無料で幅広く相
談を受け付けています。
▶対象　概ね15～39歳までの人

とその家族
問若者総合相談WithYou

きのかわ ☎32-0874

若者総合相談
With You きのかわ

長年、人権擁護活動にご尽力
された瀧

た き

川
が わ

久
く

美
み

さん（隅田町垂
井）が６月30日をもって退任
され、後任として山

やま

本
もと

邦
く

美
み

さん
（隅田町垂井）が７月1日付で
法務大臣から委嘱されました。
問人権・男女共同推進室

☎33-1229

人権擁護委員の委嘱
について猫の譲渡会

行き場のない猫の里親を
探す目的で開催します。
▶日時　８月23日㈯
　　　　13:30～15:30
▶場所　垣花集会所
▶費用　譲渡時にワクチン

代などが必要です。
問生活環境課 ☎33-6100

情報ひろば 情報ひろば
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Citizen consultation
相　　談　　名 相 談 日 時　　間 場所・相談番号 事 前 予 約 問 合 せ

行政相談会
国の行政機関などに関する
苦情・要望について対応

８/26㈫ 13:30～16:00 保健福祉センター３階
栄養指導室（洋室）

当日15:30までに相談
場所へ（先着順） 市民課

年金出張相談（予約制）
厚生年金や国民年金の相談
や手続き

９/11㈭
９/25㈭ 10:00～15:00 教育文化会館３階

第３研修室
右記へ電話予約
８/12㈫受付開始

和歌山東年金事務所
☎073-474-1841

こころの相談（予約制）
こころの病気、ひきこもりな
どで悩まれている人や家族

８/１㈮
８/28㈭ 午後 橋本保健所 右記へ電話予約 橋本保健所保健課

☎42-5440

認知症電話相談
認知症やその介護について
の電話相談

月～金曜日 13:00～17:00 ☎0120-555-294 ―――
地域包括支援セン
ター
☎32-1957

心配ごと相談所
生活での心配ごと全般 ８/４㈪ 13:00～16:00

保健福祉センター２階
会議室４
または☎33-0294

――― 社会福祉協議会
☎33-0294

ＮＰＯ相談会（予約制）
ＮＰＯ法人の設立・運営管
理・各種手続きなど

８/13㈬
８/27㈬ 10:00～16:00 市民活動サポートセ

ンター 右記へ電話予約
市民活動サポート
センター
☎33-0088

法律相談会（予約制）
弁護士が対応します
（各日先着９人）

①８/14㈭
②８/20㈬ 13:00～16:00 ①高野口地区公民館

②市役所相談室

直通電話へ電話予約
☎39-7200
８/７㈭８:30受付開始

消費生活センター

消費生活相談会
悪質商法の被害、消費者の
契約・取引トラブルなど

①８/５㈫
②８/19㈫
③８/26㈫

13:00～16:00
①かつらぎ町役場
②橋本市消費生活センター
③九度山町役場

――― 消費生活センター

多重債務等無料相談会
司法書士による相談 ８/９㈯ 13:00～16:00 橋本商工会館５階 ―――

司法書士総合相談
センター 
☎073-422-4272

人権相談（※）

いじめ、差別、虐待、家族
や近隣間の悩みごとなど

８/８㈮ 13:30～16:00 紀見地区公民館 当日15:00までに相談
場所へ（予約可）

人権・男女共同推
進室

女性電話相談
女性が抱える心配ごと全般 月～金曜日 ９:00～13:00

※１回30分程度 ☎33-8525 ――― 人権・男女共同推
進室

その他の相談（詳しくはお問合せください）
子育て相談（妊娠期から18歳までの子どもに関する悩みなど） ······································問子育て応援課 ☎33-0039
教育相談（子どもの不登校、いじめ、生活上で気になる点など） ···································問教育支援センター ☎32-1512
家庭児童相談（子育ての悩み、児童虐待や不登校など） ·················································問家庭児童相談室 ☎33-2111
消費生活相談（悪質商法や多重債務に関する悩みなど） ·················································

 

問消費生活センター ☎33-1227
耐震相談（耐震診断や耐震改修など）・空き家相談 ·························································問建築住宅課 ☎33-1115

※　人権相談は、和歌山地方法務局橋本支局（☎32-0206）でも随時実施しています。

紀和病院在宅介護支援センター …  ☎33-5000
在宅介護支援センターさくら苑 ……  ☎44-1189

地域包括支援センター …………  ☎0120-555-294
ひかり苑在宅介護支援センター ………  ☎37-3000

介護サービス相談

職員採用情報を随時配信中

自治体職員採用
情報サイト

「パブリックコネクト」

問職員課 ☎33-1193

情報ひろば情報ひろば情報ひろば

災害情報の入手方法 問危機管理室 ☎33-6105

福祉有償運送とは、障がい者や要介護者などを対象
に、自家用車などで営利とは認められない範囲の対価
により送迎することです。この運転者講習を受講する
ことにより、ＮＰＯ法人・各団体が行う福祉有償運送
に従事することができます。
▶日時　◦９月17日㈬　９:00～17:00

◦９月18日㈭　９:00～12:30
※両日とも受講してください。

▶場所　保健福祉センター
▶対象　普通自動車免許をお持ちの人
▶定員　先着15人
▶費用　1,000円（テキスト代含む）
▶申込期間　８月18日㈪～22日㈮
▶申込方法　下記へ電話で申込んでください。
問いきいき健康課 高齢福祉係 ☎33-3705

普通救命講習を実施します
【橋本市消防本部・伊都消防組合消防本部】

市民の皆さんに応急手当の正しい知識と技術を身に
つけてもらうため、普通救命講習を実施します。

受講者には、普通救命講習修了証を交付します。
▶日時　

①９月６日㈯　９:00～12:00
②９月７日㈰　９:00～12:00

▶場所・定員　
①伊都消防組合消防本部・先着20人
②橋本市消防本部・先着20人

▶申込期間　８月４日㈪～22日㈮
▶費用　無料
▶その他　②で指導していただける応急手当普及員を

２人程度募集します。
▶さんかくポイント 詳しくは市ホームページ（上の

ＱＲコード）をご確認ください。
問◦橋本市消防本部 警防課 ☎33-0119

◦伊都消防組合消防本部 警防課 ☎22-1480

福祉有償運送運転者講習会（国土交通大臣認
定）を開催します 【いきいき健康課】

犯罪被害者遺族を講師にお迎えし、当たり前ではな
い「命」や「生きること」の大切さを改めて一緒に考
えます。
▶日時　８月９日㈯　13:00～
▶場所　教育文化会館
▶講師　中

な か

谷
た に

加
か

代
よ

子
こ

氏
▶テーマ 歩

あゆみ

と生きる
▶定員　先着80人
▶参加費　無料
▶申込方法　電話または申込みフォーム（上のＱＲ

コード）で申込んでください。
問人権・男女共同推進室 ☎33-1229

認知症講座「優しさを伝えるケア技法　ユマニ
チュードを知ろう」 【いきいき健康課】
ユマニチュードとは、「あなた

を大切に思っている」ということ
を相手に伝えるコミュニケーショ
ンやケアの技法です。人間らしさ
を取り戻すケアとして、医療や介
護の現場でも注目を集めているユマニチュードを学ん
でみませんか。
▶日時　９月20日㈯　13:30～15:00
▶場所　保健福祉センター
▶定員　先着60人
▶参加費　無料
▶申込期間　８月１日㈮～９月16日㈫
▶申込方法　電話または申込みフォーム（上のＱＲ

コード）で申込んでください。
問いきいき健康課 地域包括支援係 ☎32-1957

戸別受信機 防災はしもとメール 橋本市公式ＬＩＮＥ 防災はしもとⅩ

・・・・・・　研修・講習　・・・・・・
人権研修会を開催します

【人権・男女共同推進室】

▶日時・講義内容　各日13:00～17:00　
◦９月27日㈯　創業に必要な事前準備とポイント
◦10月４日㈯　創業計画の作り方
◦10月19日㈰　労務・雇用管理について
◦11月１日㈯　「超」基本から学ぶマーケティング

市内での創業を目指す人、または創業後５年未満の人を対象に創業塾を開催します。
すべての講義を受講した人には、証明書を発行します。証明書の発行を受けた創業者は、
優遇措置や市創業補助金交付時の加点などを受けることができます。申込方法など詳し
くは市ホームページ（下のＱＲコード）をご確認ください。

創業塾を開催します

▶場所　橋本商工会館
▶定員　先着30人
▶申込期限　９月10日㈬
問産業振興課 ☎33-1247
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日期日 時時間 場場所・会場 対対象・資格
定定員 費費用 申申込先 期申込期間 持持ち物
他その他事項 問問合せタウン情報子育てぱーく 問合せ▶こども課 ☎33-6102

▲詳しくはこちら

歌って心も体も元気に！楽しく歌ってストレス発散
ピアノ演奏で懐かしい歌謡曲を歌おう！
日８/20㈬ 時13:30～14:30 場教育文化会館 対懐
メロの好きな人 費600円（運営協力費）問楽リズ
ム 石橋 ☎080-9128-2578

申込み不要。お気軽にお越しください
はしもと筆談会
日８/３㈰・16㈯ 時13:00～15:00 場教育文化会館 
対難聴者、健聴者 費無料 問はしもと筆談会 多田 
☎080-5337-0242

応其上人ゆかりの地を巡りませんか
語り部と歩く第９回応其上人ウォーク
日９/28㈰ 時13:00～16:30 場JR高野
口駅集合（応其小学校、引の池、応其大
神社、応其寺を巡ります） 対小学生以
上 定先着20人 費中学生以上1,000円、小学生500
円 期９/21㈰まで 問応其上人ウォーク実行委員会 
☎43-1001

壊れたおもちゃ、原則無料で治します
はしもとおもちゃ病院
日８/９㈯・24㈰ 時９:00～12:00 場教
育文化会館 費無料（部品代200～300
円かかる場合があります） 他当日に治
らない場合、次の診療日にお返しします。 問はし
もとおもちゃ病院 丹生 ☎090-1223-5678

①おもちゃで遊ぼう�②オープンキャンパス
三石保育園の園開放「ブロッサム」
日①８/６㈬・20㈬・27㈬ ②８/30㈯ 
時①10:00～11:00 ②９:30～ 対未就園
の親子 費無料 場申問三石保育園 ☎36-
2220

①②③おひさまくらぶ�④園開放
みついしこども園でいっしょにあそぼう
日①８/27㈬ ②８/６㈬ ③８/20㈬ ④８/26㈫ 時
10:00～11:00 対①R６/４/２～生まれ ②R５/４/
２～R６/４/１生まれ ③R４/４/２～R５/４/１生
まれ ④未就園児 定各日先着10組 費無料 期実施日
前日まで 場申問みついしこども園 ☎37-2236

自然の中で季節の遊びと畑ごはんを楽しもう
①そばの種まき・水遊び ②藍の生葉染め
日①８/６㈬ ②８/20㈬ 時 10:00～
14:00 場杉尾地内（申込時に詳細をお
伝えします） 対どなたでも（親子、妊
婦さん歓迎） 費大人500円、小人300円、未就学
児無料 期開催３日前まで 問たねつちごはんワッカ
の森 桝田 ☎080-5318-5571

きものを楽しみませんか
ゆかたをひとりで着る体験教室
日８ / 2 8 ㈭ ・ ９ / 1 1 ㈭  時 13:30～
14:30 場高野口地区公民館 対大人 定先
着５人 費各回1,000円（運営協力費） 
期８/25㈪まで 申 問ファインクラブ高野口 ☎43-
1001

リンパを流すことで身体を活性化しませんか
セルフリンパケア体験教室
日９/５㈮・19㈮ 時13:30～14:30 場高野口地区
公民館 対大人 定先着６人 費各回1,000円（運営協
力費） 期開催３日前まで 申問橋本市総合型地域ス
ポーツクラブ協会 ☎25-8686

外国人講師との遊びを通して自然に英語と親しもう！
HIFA英会話教室生徒募集
日８/９㈯から毎週土曜日 時①18:00～
18:50 ②19:00～19:50 場紀見地区公
民館 対①小学３～６年生 ②中学生・高
校生 定各回15人程度 費一般2,000円、会員1,500
円（運営協力費） 申問橋本市国際親善協会 野村 ☎
090-2042-1206

①②どんぐりCafe・③くるみっこ
親子で楽しむ♡輝きの森学園
日①８/６㈬ ②８/20㈬ ③８/12㈫・26㈫ 時①②
10:00～11:30 ③９:30～11:30 対①R６/４/２～
R７/４/1生まれ ②R５/４/２～R６/４/１生まれ 
③R４/４/２～R５/４/１生まれ 定①②先着８組 
③先着５組 費①②無料 ③500円（親子ランチ代含
む） 期①②１カ月前の10時から前日15時まで ③
１週間前の10時から前日15時まで 場申問輝きの森
学園 ☎36-5055

※10月号への掲載依頼の締め切りは８月25日㈪です。 問秘書広報課 ☎33-2676

タウン情報掲載のお申込みは、秘書広報課窓口または市公式LINE（左のＱＲコード）へ！

子育て支援センター
ポトフのおなべ（あやの台チルドレンセンター内） ☎34-7870

開設日時　平日10:00～15:00
こののほっとルーム（神野々ふれあい会館内） ☎32-9345

開設日時　平日10:00～12:00、12:30～15:30
※８月19日㈫・29日㈮午後は休み

キオラクラブ（高野口こども園内） ……… ☎43-1305
開設日時　平日10:00～15:00
さくらんぼルーム（すみだこども園内） … ☎33-1121

開設日時　平日９:00～14:00
ひまわりルーム（応其こども園内） …… ☎44-3322

開設日時　平日９:00～14:00
カナカナクラブ（橋本こども園内） …… ☎33-7070

開設日時　平日９:45～14:45
ハッピールーム（学文路さつきこども園内） ☎26-8669

開設日時　平日９:00～14:00
たまごくらぶ（香久の実保育園前スタジオ） ☎43-1015

開設日時　平日９:00～14:00
めだかのおへや（紀見こども園内） …… ☎20-4249

開設日時　平日９:30～14:30

子ども館・児童館
子ども館・児童館は、０歳～18歳の子どもとそ
の保護者が利用できます。また、親子を対象とした
各種教室やイベントを行なっています。親子の憩い
や集いの場として、お気軽にご利用ください。
きしかみ子ども館（岸上203） ………… ☎32-5094
はらだ子ども館（原田239） …………… ☎33-0330
友愛児童館（高野口町伏原1068-2） …… ☎42-5004
名古曽児童館（高野口町名古曽1190） … ☎42-5560

開館日時　火曜日～土曜日９:00～17:00

住所　高野口町
　　　　　　伏原
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そ
れ
ぐ
ら
い
元
気
に
遊
ん
で
く
れ
る
こ
と
は

む
し
ろ
嬉
し
い
で
す
。
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
も

好
き
で
、
た
く
さ
ん
食
べ
ま
す
。
で
も
緑
色
の
野

菜
が
嫌
い
な
の
で
、
い
つ
も
何
か
に
混
ぜ
て
食
べ

さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経

験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
の
で
、
休
日
は
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
や
お
祭
り
に
で
か
け
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
子
ど
も
な
が
ら
に
観
察
し
て
お

り
、
そ
ん
な
こ
と
覚
え
て
い
る
の
か
と
不
意
に
驚

か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
同
時
に
息
子
の
成
長
も

感
じ
ま
す
。

私
は
、
広
島
県
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
の
で
、

初
め
は
知
り
合
い
が
少
な
く
不
安
で
し
た
が
、
夫

の
家
族
や
、
職
場
の
方
々
と
も
仲
良
く
な
り
、

色
々
と
助
け
ら
れ

て
お
り
、
と
て
も

あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。
祈
平

に
は
、
健
康
に
、

ま
た
、
人
の
幸
せ

を
願
え
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

遊戯室は、空調が効いているので、天候に関係なく自
由に遊べます。室内には赤ちゃん用のスペースや、体を
使って遊べる遊具があります。

屋外遊戯場には屋根付きの砂場
があり、遊び道具も備えています。
譲り合ってみんなで楽しく遊びま
しょう。

●問合せ　こども課 ☎33-6102

２F遊戯室＆
屋外遊戯場

場所　保健福祉センター

●利用日時　月曜日～土曜日（祝日を除く）
13:00～17:00

※土曜日は屋外遊戯場の開放はありません。
※気象警報発令時や事業開催時は利用でき

ない事があります。
※室内での飲食は禁止です。
※親子同室でご利用ください。

room

屋外遊戯場
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新しく入った本

今月の催し

催　　　し 日　程 時　間 場　所

近代文学（石
いし

井
い

照
てる

千
ち

代
よ

氏） ８/３㈰ 12:00～13:45

教育
文化会館

源氏物語（石井照千代氏） ８/３㈰ 14:10～16:00

English News（新聞） ８/３㈰
８/17㈰

９:30～11:30
９:30～11:45

English Camp（英文小説） ８/12㈫・26㈫ ９:30～11:45

English Lounge
（現代ビジネス英語） ８/10㈰・24㈰ ９:30～11:45

English Café（米国短編選集）
（自由討論）

８/５㈫
８/19㈫ ９:30～11:45

よみきかせ会 ８/９㈯・23㈯・
30㈯

10:30～
11:00～ 仁昌堂

図書館
みんなのストーリーテリング ８/17㈰ 10:30～11:00

こどもの本

せいろ蒸し

にゅーっ
でたよでたよ

マルクのふしぎなかさ

なんとなく言語学

著／しらいし
やすこ

成美堂出版

文／松
ま つ

本
も と

猛
たけし

絵／たなか鮎
あ ゆ

子
こ

徳間書店

原案・著／本
ほ ん

田
だ

謙
け ん

介
す け

著／田
た

中
な か

江
こ う

扶
す け

・
畠
はたけ

山
や ま

雄
ゆ う

二
じ

くろしお出版

作／長
ちょう

新
し ん

太
た

絵／荒
あ ら

井
い

良
りょう

二
じ

絵本塾出版

移動図書館ブッキー
８月の巡回はありません。

夏休みにお気に入りの一冊を見つけませんか？
新着の児童書を紹介します。これ以外にも楽しい本がたくさんありますので、ぜひご利用ください。

私たちの周りにある不思議なことを図
書館で調べてみませんか。きっとすばら
しい発見に結びつきます。小中学生だけ
でなく、高校生や大人のご応募もお待ち
しています。優秀作品は、全国大会に推
薦されます。詳しくは図書館までお問い
合わせください。
●募集期間　９月14日㈰まで
●作品展示　

◦展示期間　10月１日㈬～７日㈫
◦場所　教育文化会館

調べる学習コンクール

◦「きょうふの店ゾクゾク」マグダレナ・ハイ／作　ほるぷ出版
◦「マインクラフト 木の剣のものがたり」ニック・エリオポラス／文　技術評論社
◦「山田県立山田小学校」山

や ま

田
だ

マチ／作　あかね書房
◦「あやしの保健室」染

そ め

谷
や

果
か

子
こ

／作　小峰書店

毎週土曜日に図書館の絵本コーナーで
開催しているよみきかせ会で、子どもた
ちに絵本や紙芝居のよみきかせをしてみ
ませんか？事前に研修がありますので、
未経験の人もぜひご応募ください。
●説明会（研修含む）

◦日時　９月４日㈭、10日㈬
10:00～11:30

◦場所　教育文化会館
◦申込方法

図書館カウンターへお
越しいただくか、申込
みフォーム（右のＱＲ
コード）から申込んで
ください。

よみきかせボランティア
を募集します

昨年は…
小学生の部　170点
中学生の部・大人の部　各１点

の応募がありました！

市役所前交差点市脇交差点 

●病院 

●橋本市 
消防本部

スーパー
銀
行

橋
本

市
役
所

 ● ●  

 ●教育文化会館 

●郵便局 
警察署● 

振興局● 

橋本市 
保健福祉センター

PPP
371
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保健福祉センター案内図

●スーパー 

☎♯8000 または 073-431-8000
　▶平日 19:00～翌9:00
　▶土・日曜、祝日 ９:00～翌9:00

休日・夜間の小児医療電話相談

休日診療　医療機関の紹介

橋本・伊都地域消防指令センター
 ☎34-0119
橋本市消防本部 ☎33-0119
伊都消防組合消防本部 ☎22-0119
高野町消防本部 ☎56-0119

休日の診療所

伊都地方休日急患診療所 ☎33-1903
▶日曜・祝日（内科系、外科系）

９:00～12:00（受付は11:30まで）
13:00～17:00（受付は16:30まで）

伊都地方休日急患歯科診療所 ☎33-1905
▶日曜・祝日 ９:00～12:00

※事前に電話連絡してください。また、
受診の際は健康保険証をお持ちくだ
さい。

男女とも体重が50kg以上の人が対象です。
献　血 （400㎖） 医師の判断でお断りする場合があります

実  施  日 時　　間 場　　所

８月３日㈰
10:00～12:00

スーパーセンターオークワ橋本店
13：00～16：00

８月４日㈪ ９:30～12:00 伊都振興局

問いきいき健康課 

問子育て応援課 

日　　時 対　　象 定　　員 場　　所
８月22日㈮

13:30～15:30 ５カ月～８カ月頃 ８組
（要予約）

保健福祉
センター

離乳食教室（初期～中期） １組30分程度の個別相談となります

にこにこ歯みがき教室
日　　時 対　　象 定　　員 場　　所

８月21日㈭
10:00～11:30 歯の生えた頃～12カ月 ８組

（要予約） 保健福祉
センター８月19日㈫

９:30～11:30 １歳～※ ６組
（要予約）

※１歳～は１組30分程度の個別相談

問子育て応援課 

予防接種

生後１歳までに、３回の接種が必要です。27日以上の間隔をあけ
て２回接種し、１回目から139日以上の間隔をあけて３回目を接種し
てください。

B型肝炎

問子育て応援課 

●日時
９月18日㈭　10:00～13:00

●場所　保健福祉センター
●対象　40歳～74歳の市民
●定員　先着15人
●参加費　500円
●持ち物

エプロン、三角巾、マスク、筆記用具

糖尿病は40歳代で増え始め、自覚症状がないから…と放置していると確実に重症化
していく疾患です。糖尿病の予防・改善は、バランスのとれた食事と適度な運動が基本
です。血糖値に配慮した食生活について一緒に学んでみませんか。

●内容
◦保健師、管理栄養士による講話
◦調理実習

●申込方法
電話またはLINE（右のＱＲコード）から申
込んでください。

●申込み・問合せ
いきいき健康課 保健予防係 ☎33-6111

食べて学ぶ糖尿病予防教室食べて学ぶ糖尿病予防教室

健康カレンダー 問合せ
▶子育て応援課 ☎33-0039
▶いきいき健康課 ☎33-6111 本のひろば 問合せ▶橋本市仁昌堂図書館 ☎33-0899

 利用時間：９:00～18:00
 休 館 日：毎週月曜日
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